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バスツアー (5)

　ところが、どっこい！！　　ツアー当日未明あたりから台風の進行速度が急に高まった。あっという間に兵
庫県北部、京都府、福井県をぬけ関東北部へと進行した。これまたラッキーと言わなくて何と言う？

　緑が丘　8：30分発、今回は人気があるのかバス１台では足りなくて２台を準備したとのこと。５０人～６０
人の人の安堵した顔がうかがえた。私らは２号車でこちらのほうが先に出発した。山陽道東と舞鶴道が混
んでるとのことで、山陽道西へ行き、姫路から播但道を北上した。途中「道の駅ようか」によって、先に山
陰海岸　海鮮市場レストランで、カニカニカニ１１品の昼食をした。これほどカニを食したのは初めて、美味
しかったし、満足度も十分だ。

　食後　かすみ丸遊覧ー道の駅あまるべー余部鉄橋ー玄武洞とジオパークを満喫した。遊覧船は私の「好
み」であり、玄武洞には一度は来てみたいと思っていた。玄武洞、正龍洞、白虎洞、○○洞、△△洞、など
幾つもの奇岩.溶岩壁群、想像以上だった。目が回るほど高い余部鉄橋と「空の駅」などの観光・・・・いず
こもとても楽しいスポットであった。

　今年５回目のバスツアーは山陰ジオパーク（一部）とカニ食。これまで天候には本当に恵まれてきた・・・
が今回ばかりは最悪、台風１８号がちょうど0月５～６日山陰地方直撃の様子。１週間以上前に発生し台湾
に向かって西北の進路、そこから北上し日本に接近するいつものパターンである。九州付近に近づくと今度
は西北から東向きへと急カーブ。こんなことある？？そんなことで「香住海岸遊覧船などとてもじゃないが望
みなし」の状態。ツアー前日10月５日には中止も覚悟せざるを得ない状態だった。
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玄　武　洞

玄武洞は160万年前に起こった火山活動によって、山頂から流れ出したマグマが
冷えて固まる時に規則正しいきれいな割れ目を作り出した物です。
6000年前、波に洗われて姿を現し、人が石を取ったために洞となったもので、数
知れない六角形の玄武岩が積み上げられて不思議な美しさを見せています。

　玄武洞の名は江戸時代の文化4年（1807）6月25日、幕府の儒官、柴野栗山によっ
て命名され、また明治17年（1884）岩石の日本名を定めるとき、東京大学の小藤文
次郎博士が玄武洞の名を用いて玄武岩と命名し、今日の岩石名となっています。
大正15年（1931）、京都大学の松山基範博士は、玄武洞の石の磁性の方向が今と
反対の南を向くことを発見。新しい地球科学の頁を開きました。

　昭和6年（1931）2月20日には国の天然記念物に指定。この地域一帯は、昭和38年
（1963）に、山陰海岸国立公園となり、現在に至っています。
毎年6月下旬に催される「あじさいまつり」では、満開のあじさいを眺めながら公園内を
散策でき、また、まつり期間限りの各種イベントも楽しむ事ができます
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